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V321a X線分光撮像衛星 (XRISM)搭載Xtend用試作miniCCDの評価
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我々は 2021年度打ち上け目標のX線分光撮像衛星XRISM搭載の軟X線撮像装置Xtendの開発を進めている。
XtendのX線CCDカメラ用CCD素子の仕様は、基本的に「ひとみ」軟X線撮像装置 SXIのものを踏襲するか、
可視光に対する遮光性能と軌道上ての放射線損傷も考慮したエネルキー分解能の向上を目指し、(1) 可視光遮断
層におけるヒンホール数の削減、(2) 電荷転送路へのノッチ導入による電荷転送効率の上昇という改善を施す。
これらの方策の有効性を検証するため、フライト用大型素子からピクセル数を 1/20に減らしパッケージも変え

たmini CCDを製作し、大阪大学にて評価試験を行なった。2018年天文学会秋季年会 (V309b) では、裏面照射
(BI) 型mini CCDの電荷転送非効率 (CTI) か 3× 10−5よりも大きいという報告を行なったが、今回はその原因
を探るために、電極面たけを処理し表面から X線を照射するmini CCD (Non-thinning: NT) 素子も製作し、大
阪大学にて評価した。本講演では、多数の NT素子と BI素子の実験結果、およびそれらを比較し、CTIに寄与
する複数の成分について報告する。


